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一
方で
文教
行
政や
大学
な
い。

えど
も、
大学敵
置
基準
の
日常がい
かに
厳しい
むし
ろ
小規
槙の
大学
院
はない
か
と思
う（お
隣

の
般置、

改綱の
構想に

第二
に
は、
わが
国の

を文部
行政上
充
足しな

現状に
あるか
は、
今月
大学こ
そ目
標に
すべ
き
りの
静岡
では
静岡
県立

接
す
る
機
会
も
多
い
の
高
等
教育が

大学よ
りも
けれ
ばな
らない
の
で、

号の
『新潮
伍』
掲載の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
大が、
富山では私立の

で、
ここ
で
若干の私
見
大学
院へ
と重
点が
移り

教授障
や
大学の
敷地、

青山
泉「す
すり泣く
私
う。こ
の
よ
うな私見は、
富山
国際大学が、
新
潟

を述べ
させ
てい
ただく
つつ
ある
ときに、

短期
財産
その
他、
その
よ
う
のバ
イオ
リン」
が
騒妙
鈴

木先生
はじ

め才能教
に
は
大学

院大学とし
て

こ
とに
する。

大学の
限
界が
各
所で
指
な条
件
を
盤
えな
げれ
ば
な笛
致で
実に
リアルに
育
関係
の々方
に
もす
で
の
国
際大
学が
各県の
園

町

あい←
つ
は
資
金
面
で
の

摘
され
てい
るこ
とで
あ
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
描いてい
る。

に
申し
上
げ
た
けれど、

立
大とは
別個に
改編な

2

強路で
あ
ろ
うが、
こ
の
る。
すでに
全
国で
約四
（

教授陣に
限っ
て言
え

私
は
先頃、
松
本
の
才
わが
国の
高

等教育の
拡
いし
新
欝Cれ
ており、

問
題
は
さ
て
置
く
と
し
十
学
科も
ある
既存の
音
ば、
学生
定
員を一
学
年
能
教育会館ホl
ル
で世
充
や
国
際化の
必
要か
ら
また、
速く
北
海道の釧

て、
や
は
り
基本的なコ

楽
系
短大は、
た
と
えば
百二
十
名
とし
て
も、
一

界各
地か
ら
来た
留
学生
も、
多
数の
留
学生
を含
路
で
は
市
と
近
郊
の
町

m

ン
セプ
トに
関し
て、
こ
卒
差が
小・
中
学
校の

般教悪回押亘
書め
た
ちがニ

＋名前後、
チ
む
大学
院の
方が
むし
ろ
村、
それに
民
間か
協力

目

の
機会に
＋
分
煮つ
める
音楽
教
諭に
もほ
とん
ど
て＋
数名か
ら二
十名
の
ャ
イコ
フス
キl
のグァ

設
置基準
も柔
軟性
を増
し
て
組
合立の釧路
公立

居

必要が
あるの
で
はなか
な
れ
ない
とい

う現状と
専任
教官が
必
要に
な
ろ
イ
オ
リン
協
奏曲
第一
楽
し
てい
るこ
とは、

最近
大
学をつ
く
り、
すでに

一

ろ
うか。

その
将
来
性
J
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軍多轟
木先
の

大学審議会の

答申を
か
な
りの

人材を鎮めて

一

よ九
時ト
む
開

設口付

国
際
音
大
構
想
へ
の
私
見

詰
河

設
摂
子
融
民
主MMU
税

羽

近い
将来
激
減するこ
と
京
近郊の
音
：：・
j
i－－－：：：：
j
i－－：：：
j
i－－：J・：・・．

る
聾に
接

士関程
新設
の任に
当た
ない
広
領域の
学際分野

田

もあっ
て、
一
般に
大学
楽
短
大は
四年制へ
の
移

し、
こ
んなに
程
度の
高
っ
てみ
て十
分
了解し
て
か
らな
る
国

際関係学部

町

新
設の
環境が
きわ
めて
行
や将
来
を
展望し
た
固

い音猿
教育が
世
界に
あ
い
るつ
もりで
ある。

や環
境情
報学部
と並ぶ

m

厳
しい
こ
と、
従っ
て、

際文化学科もしく
は
情

るものか
とい
たく
感激

従つ
て
国

際裏
短大
かた
ちで古
橋
文化
学部

一

経
堂
およ
び
大学の
質
報
関

5

5
再編

し
た。

ではなく
国
際音楽
大学
を、
現在の
学
護人・

や性格の上
で
よほど
将
を必
死に
なっ
て模
索し

だが
同時に、
こ
の
よ
院を、
とい
うのが
私の
才能
教育学園
を母体に

来
性が
あ
り、
二
十一
世
てい
る。
こ
の
点で
は、

うな
教育は、
松
本音楽
提言で
ある。

開敵
する
といっ
たスケ

叩

紀の
園
際社
会
や
地域
社
既設の
四
年制の
芸
大や

院
以来
の才
能
教育研
究

さ
もな
げれ
ば、
信
州
lル
の大きい
構想にこ

開

会に
聞かれたユ－
丁ク
音楽
大ないし
は
教
育
学

会
とい
う。私
勢ノにして
教育の
低
迷が
叫ばれ
て

そ若
手し、
新
しい
時代

吋

な
大学でない
か
ぎり、

部
系
の
音
東

関係学
科が

はじ
めて
可能なの
で
あ
い
る今白、
長野県や松
の信
濃教育の
復植
を自

己

いかに
資金
や土
地が
提
同
様の
改編
を
試みつ
つ

っ
て、
それ

は大学設
置
本
市は信
州
大学に
負け
指すべ
きで
はなか
ろ
う

供
され
て
も、
一
般的に
あるこ
とも
認
識し
てお

基車で
縛られる
短期
大
ない
く
らい
立
派な、
し
か。

世置が
困難で
あるこ
と
くべ
きで
あ
ろ
う。

学や
四年制
大学で
はお
か
も将来
性の
ある
大学

（
中嶋
徹雄・
重原外

務覚悟しな
けれ
ばな
ら

第三
に
は、

短大
とい

そ
らく
不可能で
あり、

の
新
設に
努めるべ
きで
国語
大

学教授〉

す
ゐ包山b
Mρレht

去
る
二
月十
九
日
付

「市
民
タ
イ
ム胡
ス」
は、

「『
国
際
音
大』
ま
た
延

期
l
停
滞
す
る
条
件
盤

備」
と題
する一
面の
記

事で、

懸案の
国
際音楽

短大の
文部
省へ
の
位置

認
可申
簡が
さらに一
年

先送
りとな
り、
開
校予

定時期が早く
て
平
成六

年四月に
延びた
現状を

報じ
てい
た。
少
年時代

に
才能
教育研
究会の
前

身・
松
杢音楽
院第一
期

生
とし
て鈴
木鎖一
先生

の
御
指導をい
ただ
き、

また、

殻立
発起人の
末

席に
も連なっ
てい
る者

とし
て
は、
大
変
馨ωに

思
う。私は
現在、
音楽
とは

異なっ
た
道

を歩ん
でお

り、
日
頃の
多忙
も重
な

っ
て、
こ
の
問題につ
い

て
は
発言をひか
え
させ

てい
ただい
て
きたが、

う）。以上に
概観した
よ
う

な
難
点は、
世
界に
蹄
る

鈴木
メソッ
ドの
場合、

すべ
て
ク
リアー
で
きる

もの

ル私自身は
期
待す

る
け判
と、
五
島み
ど
り

さん
や
諏
訪内目田
平去」ん

らの
国

際的活
圏に
もか

かわ
Aず、
た
と
え
芸
大

や桐
朋をトッ
プ
クラス

で卒
業し
て
も、
一
般に

演奏家ない
し
は

音譜家
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